
H.研 究

1.主 な研 究 内容 の紹 介

(1)湯 浅農 場

1)マ ンゴー に関す る研 究

i)台 木の育成 担当:志 水恒介

効率的な苗木生産技術の確立のために,土 壌容積や温度処理が実生台木の初期生育に及ぼす影響

を検討 した.

①土壌容量の影響

台湾在 来種の`柴 芒果',`香 芒果'を 用いて行 った.2008年6月 に両品種 を播種 し,発 芽1か 月後

の7月 に,4種 の異なる容器に移植 した.容 量と形状の異なるポ ッ トを用い,山 土のみを用いたA区,

山土と堆肥 を2:1の 割合で混合 したB区,B区 に籾殻 くん炭を10%混 合 したC区 を設 けた.移 植 後1

か月 ごとの生長 を測定 した.

その結果,全 ての区において気温の低 下す る冬季は生育が抑制 されたが,気 温が上昇す る5月 か ら

7月 にかけて生長が促進 された.栽 培容器 と土壌 の種類に よる生育の差は見 られなかったが,C区 に

おいて,黒 ビニル と黒 ビニル ロングの容器 では生長が抑制 され た.`柴 芒果'が`香 芒果'に 比べ若

干生育が良かった.

② 温度処理 の影響

2008年8月 か ら`柴 芒果'の 実生苗 を移植 し,最 低温度が17℃,12℃,5℃ となるよ う設定 したハ ウ

ス内で管理 し,1か 月ごとに伸長長 と茎径 を調査 した.

その結果,17℃ 区と12℃ 区では冬季にお いて も成長 したが,5℃ 区ではほとん ど成長が見 られ なか

った.17℃ 区は特に優れた生長 を示 した.

以上の結果 か ら,栽 培容器 と土壌は台木の生育に大 きな影響 を与えないが,冬 季の加 温は生育促進

に有効 であることが示唆 され た.

i)取 り木繁殖法の開発 担 当:文 室政彦

マンゴー苗 の育苗期間の短縮 と自根苗によるポ ッ ト栽培 の可能性 を検討す るため,平 成19年 より取

り木繁殖法 の開発 を検討 して きたが,発 根量 を確保す るために,`愛 紅'を 供試 し,カ ッ トバ ック処

理の影響,発 根培地 の影響を検討 した.さ らに,取 り木発根 に及ぼす品種問差異を検討 した.

① カ ッ トバ ック処理の影響

せん定時に主枝 までカ ッ トバ ックす る と主枝 よ り強い新梢が発

生す ることか ら,こ れ を材料 に して取 り木を行 った.

その結果,発 根率お よび発根 量は慣行 のせん定樹 を材料 とした

場合 と差異がなかった.

②発根培地 の影響

取 り木時に発根培地 としてバー ミキュライ トを使用 しているが,

その水分含 量 として,20%区,30%区,40%区 を設 け,発 根率お

よび発根量を検討 した.

その結果,20～40%の 範囲では発根率お よび発根 量 とも差異が

なかった.

③ 品種問差異の影響

材料 は小型プ ラスチ ックハ ウスに植栽 され た!4品 種のポ ッ ト植 え4年 生樹 と大型 プラスチ ックハ ウ



ス に植 栽 され た ポ ッ ト植 え`ア ー ウィ ン'と`愛 紅'を 供 試 した.

そ の結 果,`ス プ リッ ト'が 最 も発 根 率 が 高 く,次 い で`愛 紅',`ア ー ウ ィン',`グ レン'で あ っ

た.`セ ンセ ー シ ョン',`ゴ ー ル デ ン リペ ンス',`ド ッ ト',`リ ペ ン ズ,`ト ミー ア トキ ン ス',`バ

レン シ ャブ ライ ド',`フ ロ リジ ェ ン'は 発根 率 が 低 く,`エ ドワー ド',`ナ ム ドクマ イ',`ア ル フォ

ン ソー',`フ ロ リゴン',`チ ョサ ワイ'は 発 根 しなか った.

iii)自根 苗 に よ る果 実 生産 シス テ ムの 開発 担 当:文 室 政彦

自根 苗 に よ るポ ッ ト栽培 シス テ ムの 開発 を 目的 に,取 り木 繁殖 した`愛 紅'を 供試 し,土 壌 容 量 お

よび 培 土組 成 の違 いが樹 体 の 生 育 に及 ぼす 影響 を検討 した.

① 土壌 容 量 の影 響

2007年9月8日 に取 り木 を して,11月11日 に鉢 上 げ した`愛 紅'自 根 苗 を供 試 した.培 土 量 は15リ ッ

トル 区,30リ ッ トル 区,45リ ッ トル 区 を設 け,大 き さの 異 な る不織 布 製 ポ ッ トに2008年8月7日 に移植

した.

鉢 上 げ2年 後 の 結果 で は,樹 体 生長 と して,幹 径,着 葉 数,総 新 梢 長 と も培 土 量 に よる有 意 な 差 が

なか った.

② 土壌 組 成 の影 響

2008年5月18日 に取 り木 を して,2008年7月23日 に鉢 上 げ を した`愛 紅'自 根 樹 を供試 し,2009年5

月11日 に不 織布 製 ポ ッ ト(土 壌 容 量20リ ッ トル)に 移植 した.

培 土組 成 と して は,山 土80:堆 肥20区,山 土40=パ ー ラ イ ト40:堆 肥20区,山 土40:バ ー ミキ コ.

ライ ト40,堆 肥20区,山 土30:パ ー ライ ト30:ピ ー トモ ス30:堆 肥20区,山 土30:バ ー ミキ ュ ライ ト

30:ピ ー トモ ス30:堆 肥20区 を設 け た.

鉢 上 げ1年 後 の結 果 で は,樹 体成 長 は 各 区 と も有 意 な差 が な か った.

③ 自根 苗 と接 ぎ木苗 との樹 体 成長 の差 異

2007年9月9日 に台湾 在 来種 に取 り木 を行 い,発 根 個 体 を 同年11月12日 に鉢 上 げ し,翌2008年6月4日

に`ア ー ウィ ン'と`愛 紅'を 接 ぎ木 して,同 年 年9月20日 に不織 布 製 ポ ッ トに 定植 した.慣 行 の台

湾 在 来種 実 生 台 は2008年6月9日 に 不織 布 製 ポ ッ トに移植 し,翌2009年6月15日 に`ア ー ウィ ン'と

`愛紅'を 接 ぎ木 を行
った.

今 後,両 者 の樹体 成 長 と収 量 お よび 果 実 品質 の差 異 を検 討 す る.

lv)`愛 紅'の 栽培 特性 の解 明

① 葉 果 比 の影響

平成20年 に不織 布 製 ポ ッ ト植 え`ア ー ウィ ン'と`愛 紅'を 供試 し,

葉 果比 が収 量 お よび 果 実 品質 に及 ぼ す影 響 を検 討 した が,翌 年 の 収 量

お よび 果 実 品質 に及 ぼす影 響 に つ いて も検 討 した.
`ア ー ウ ィン'は 葉果 比40 ,60,80,`愛 紅'で は20,40,60に 調

節 した4年 生樹 を 供試 し,6月 に 不着 果 の`愛 紅'葉 果 比20区 の2樹 を

除 いて,葉 果 比 が60と な る よ うに摘 果 に よ り調 節 した.

そ の 結 果,`ア ー ウ ィ ン'で は,樹 当 た りの花 穂 数,有 種 子果 穂 数

と有 種 子 果 実 数 と も各 区差 異 が な く,収 量,平 均 果重 お よび 果 実 品 質

と も前 年 の 葉 果 比 の 影 響 は なか っ た.`愛 紅'で は,樹 当 た りの 花穂

数 は有 意 な差 が な か っ たが,有 種 子果 穂 数 と有 種 子果 実数 は 葉 果 比 が

低 い ほ ど減 少 した.収 量 は 葉 果 比20区 で減 少 した が,他 の2区 で は 差

刈



が なか っ た.平 均 果 重 と果 実 品質 は葉果 比 の影 響 が な か った.

2年 間 の調 査 の結 果,好 適 葉 果 比 は,目 標 果 重 に よ り異 な るが,お お む ね`ア ー ウ ィン'で は60,

`愛 紅'で は40程 度 で あ る と考 え られ た
.

② 温 度 と生 育 との関係

平 成20年 に 取 り木 繁 殖 の`愛 紅'自 根 樹 を供 試 し,5月13日 に20℃,25℃,30℃ に設 定 したイ ンキ

ュベ ー ター 内 にそれ ぞれ4ポ ッ トを搬 入 し,6月25日 に樹 体 成長 を調 査 した.

その 結果,温 度 が高 い ほ ど新梢 長 は長 く,新 梢 葉 数 も多 く,新 梢 成長 が促 進 され た.

2)ド ラ ゴ ンフル ー ツに 関す る研 究

i)優 良 な赤 皮赤 肉系統 の選 抜

今 後,消 費 拡 大 が期 待 され る赤皮 赤 肉 の 優 良 系統 を選 抜

す るた め に,京 都 市 在 住 の福 岡 正行 氏 よ り分 譲 い た だ い た

ニ カ ラ グア 原 産 の3品 種(Rosa,Cebra,Orejona)の 実 生 を

ポ ッ ト栽培 して い る.

今 後,収 量 と果 実 品質 を調 査 し,優 れ た系統 を選 抜す る.

3)カ キに関す る研究 担当:文 室政彦

ポ ッ ト栽培の`早 秋'を 供試 して,摘 心が収 量お よび果実品質 に及ぼす影響,収 量お よび果実品質

の年次変化 に関 して調査を継続 している.

(2)生 石農場

1)ミ ニブ タの人為的繁殖統御技術の検討 担当:岸 昌生

ミニブタにおいて人為的な交配技術(人 工授精)や 発情誘起法が確立すれ ば計画的交配 が可能にな

り,安 定的 に個体生産を行 うことができる.し か し,ミ ニブ タでは射 出精液を人工授精す るこ とによ

って産子は得 られ てい るものの,精 液の採取法や長期保存法について詳細な検討は行 われていない.

さらに,ミ ニブタの人工授精は,家 畜豚 での機材(精 液注入器)を 応用 しているのみで,小 型の ミニ

ブタに適 した人工授精(精 液注入)に 関 して も詳細な検討は行 われていない.本 研 究では,ミ ニブ タ

の人工授精 に関わる研 究 として,精 液採取,精 液保存お よび精液注入について検討 したので報告する.

i)精 液採取法の検討

家畜豚では種雄 よ り射出精液 を採取す る場合,発 情期 の雌 に乗駕 した種雄(写 真1)が 射精 してい

る問に精液 を横取 りす る方法(横 取 り法)が 利用 され てい る.し か し,発 情期の雌 を使用 しないで精

液採取を実施 できれば,い っで も採取が可能であ り,非 常 に作業効率は高 くなる.家 畜豚 では専用の

精液採 取用台(擬 牝台)が あ り,一 般的に利用 されている.本 検討では,ミ ニブタ(ゲ ッチンゲ ン系)

専用の擬牝台を作製 し(写 真2),精 液採取が可能であるか検討 した.

その結果,作 製 した擬 牝台を用 いて精液を採取す ることが可能であった.し か し,実 施 回数4回 に

対 して採取成功回数は2回 であ り,本 擬牝台 による安定的精液採取 は難 しい と考 えられ た.擬 牝台に

発情期雌 の尿を塗布す る と種雄 が擬牝台に乗駕 しやす くなることが知 られている.ま た,今 回の検討

よ り,擬 牝台の上部 シー トの素材の違いが乗駕 に影響す る可能性 を確認 してお り(デ ー タ非表示),

今後の擬牝台の改 良に応用 して行 く予定である.



i)精 液保 存 法 の検 討

(材 料 お よび 方法)

供試 ミニブ タは 当農場 で飼 育 して い る種 雄用 の ミニ ブ タ(ゲ ッチ ンゲ ン系,2お よび6歳 齢)を 使 用

し,精 液 は横 取 り法 また は擬 牝 台(上 記)を 用 いて,用 手 法 に よ り射 出精 液 を ガーゼ また は精 液 ろ過

用 ろ紙(富 士農 場 サ ー ビス)を 装 着 した35-38℃ の保 温 瓶 に採 取 し,希 釈処 理 に供 す る ま で 同温度 に

保 持 した(丹 羽 ら,1989).

精 液 は採 取 後直 ちに性 状 を調 べ,活 力が80+++お よび 生存 精 子 率が90%以 上 で あ る精 液 を実験 に供 し

た(下 記,精 液 検 査 参照).精 液 の希 釈 は37-38℃ の3%(w/v)ゲ ン タマ イ シ ン加 精 液 希釈 液(マ ルベ リ

ーIII ,富 士農 場 サー ビス)を 用 い て行 い,保 存試 験 を 始 め るま で希釈 精 液 を37-38℃ に保 持 した(約

15分 間).

希 釈 精 液(50m1)は 保 存用 ボ トル(富 士農 場 サー ビス)に 移 した 後(写 真3),25℃ の恒 温 槽(ア ズ

ワン)で30分 間保 持 し,さ らに低 温(15℃)に 調整 した 恒 温器(ヤ マ ト科 学)でll-14日 間保 存 した.

精 液 の 活 力 は,保 存精 液 を精 液 ボ トル よ り一部 取 り出 し,37-38℃ の 恒 温槽 で20-30分 間加 温 した

後,同 温 度 に保 持 した精 液性 状 検 査板(富 士平 工 業)を 用 いて 室 温 下(23-25℃)で1分 間以 内 に検 査

した.ま た,精 液 のpHお よび エ オ ジ ン ・ニ グ ロシ ン染 色 に よ る生存性(生 存精 子 率%)を 調 べ た.

実験1.精 子濃 度 が保 存 精 子 の性 状 に及 ぼ す影 響

希 釈 後 の精 子 濃 度 の違 い(0.8-3.5xlO8/ml)が 保 存 精 子の活 力,pHお よ び生 存 精 子 率 に及 ぼ す

影響 を調 べ た.

実験2.希 釈 精液 の 温度 測 定

低 温 処理 に至 る まで の希 釈 精液 の 温度 変 化 を調 べ た.す な わ ち,温 度 記録 計(お ん どと りJr.,RTR-5

2Pt,T&D社)お よび低 高温 セ ンサ ー(TR-8120)を 用 い て,35℃ か ら25℃ へ保持 し,さ らに15℃ へ低 温 処



理 した保 存用 ボ トル 中 の精 液(50m1)の 温 度 を測 定 した.

(結果 お よび考 察)

実験1,異 な る濃 度(0.8-3.5x108/ml)に 調製 し,150Cで 保 存 した 精子 の活 力 を調 べ た結 果,0.8-1.

3x108/mlに 比 べ て3.5x108/mlの 精 子 濃 度 で活 力 の 低 下 が早 くな る傾 向が 見 られ た(図1).家 畜豚(ラ

ン ドレー ス 種 お よび 大 ヨー ク シ ャー 種)で は,低 温保 存(18℃)に お け る精 子 活 力 は1.Ox108/mlよ りも

0.5x108/m1の 精 子 濃 度 で長 期 間 高 か った(沖 沢,2001)こ とか ら,ミ ニ ブ タ にお いて も高濃 度 の精 子

は低 温保 存 後 の精 子 活 力 に悪 影響 を及 ぼす と考 え られ た.ま た,0.8-1.3x108/mlの 精 子濃 度 で は,人

工授 精 に供 す る こ とので き る活 力(70+++)を 維 持 した期 間 は6-10日 間 で あ り,今 回使 用 した 精液 希 釈

液(マ ル ベ リーIII)の 保 存 可能 期 間 内(7-14日 間)に ほ ぼ一 致 した こ とか ら,ミ ニ ブ タに お い て も

本 希釈 液 は有 効 で あ る こ とが示 唆 され た.今 後,低 濃度(0.8x108/ml以 下)の 精 子 にお け る低 温保 存

後 の 活力 に つ いて詳 細 に検 討 す れ ば,さ らに ミニ ブ タ にお け る本希 釈 液 の適 切な有 効 期 間が 判 明 で き

る と考 え られ る.

低温 保 存 中 の精 液 のpHは,保 存 開始 時 で は7.4-7.8で あ り,家 畜豚 で の 報告(浜 名 ら,2007)と 同

等 で あっ た(図2).ま た,精 液 のpHは 保 存 期 間 に とも ない,ほ とん どの 精 子濃 度(0.9-3.5x108/m1)

で 低 下 した(図2).し か し,同 じ精 液 希釈 液 を用 い て低 温保 存 した家 畜豚(ラ ン ドレー ス ま た はPiet-

rain)由 来 精液 で は,pHは 上 昇 す る こ とが報 告 され て い る(Vyteta1.,2004).Vytetal。(2004)

は,我 々 よ りも低 濃 度(3.Ox104/ml)の 精 液 を用 い て お り,今 回 の結 果 と異 な った と考 え られ る.精 液

のpHが7、2よ りも低 い と精 子 運 動 能 が低 下す る こ とか ら(Johnsoneta1.,2000),今 後,低 温保 存

中の精 液 のpH統 御 につ い て詳 細 な検 討 が必 要 で あ る と考 え る.

低 温保 存 中 の生 存精 子 率 は,10日 問の保 存 で は,精 子濃 度 に拘 らず70%以 上 で あ った(図3).こ れ

は,市 販 され てい る家 畜豚(デ ュ ロ ック種)で の成 績(89%以 上)や 既 報(Vyteta!.,2004)に 比 べ

て 低 い傾 向 で あ った が,人 工授 精 に供 す る こ との で き る生存 精 子 率(80%)と 同等 で あ り,少 な くて も1

0日 間 の保 存 は本 希 釈液 で実 施 可能 で あ る と考 え られ る,

今 回,12日 間低 温 保 存 した精 液(精 子 濃 度0.8x!08/m1)を 発 情 期 の雌(1頭)に 人 工授 精 した とこ

ろ,残 念 な が ら妊娠 は確 認 され な か った.し か し,今 後,多 数 の人 工授 精 を試 み る こ とに よ って,妊

娠 例 は得 る こ とが で き る と思 われ る.

以 上の こ とか ら,市 販 され て い るマル ベ リーIIIを 用 い て ミニ ブ タ精 液 を0.8-1.3x108/m1に 希 釈 し,

15℃ に保 持 す れ ば,1週 間 程 度 の保 存 は 可能 で あ る と考 え られ る.今 後,さ らに長 期 保 存 に適 した 条

件 を検 討 して い きた い.
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実 験2.低 温 処理 した精 液 の 実際 の温 度 変化 を調 べ た とこ ろ,図4お よび 図5の 通 りで あ った.す な

わ ち,希 釈 精 液(360C)は 恒 温槽 に移 してか ら16分 後 に設 定 した 温度(25℃)に 達 し(冷 却 速 度:約0.7℃

/分),さ らに,恒 温器 へ 移 した後,設 定 温度(15℃)に 到 達す るま で242分 間(約4時 間)を 要 した,家 畜

豚 で は希 釈精 液 を10-20℃ で 保 存す る こ とが 一般 的 で あ るが,実 際 に設 定 した温 度(10-20QC)に 到 達 す

る まで の 時 間 を測 定 した報 告 は 少 な い.ブ タ精液 の凍 結 保 存 の前 処 理 にお いて,精 液 を35-38℃ か ら

室 温(20-25QC)へ 冷 却 す る場 合,2時 間程 度 を要 してお り(丹 羽,1989),本 検 討 の冷 却 速度(約0,7℃/

分)よ り緩慢 で あっ た(冷 却 速度:0.08-0.15QC/分).今 後,ミ ニ ブ タ精 液 の低 温保 存 に お け る冷却 速

度 につ いて詳 細 な検 討 を行 う必 要 が あ る と考 え られ る.

iii)精液注入 法の検討(内 視鏡 による ミニブタ雌生殖器:子 宮頸管 内の観 察)

家畜豚では,受 胎率を向上 させ るために2段 階式 の注入器(精 液注入 カテーテル,写 真4)を 用いて

精液を子宮深部に注入 させ ることが可能である.す なわち,外 側カテーテル を膣 より子宮頸管(図6

参照)に 進入 させ頸管を通過 した後,さ らに内側カテーテル を子宮深部へ と進入 させて精液 を注入す

る.こ の方法を ミニブタで も応用できれば,受 胎率の向上が期待できる.そ こで,本 実験 では,家 畜

豚で用い られ ている内側カテーテルが雌 ミニブタの生殖器 の どの位置 まで進入できるか,内 視鏡 プロ

ーブ(AVS細 径内視鏡 システ ム,TESALA,AVS社)を 用いて子宮頸管内を観察 した.供 試ブ タは予め鎮静

して実験 を行 った.そ の結果,内 側 カテーテルは膣 口か ら子宮頸管 に進入す るものの,頸 管の途 中で



進 人 が 不 可能 にな った(膣]よ り約26cm付 近,図6位 置a,写 真5).ブ タの子 宮 頸 管 内 は,ら せ ん 状

の ヒダ様 に な っ てお り(図6),ウ シ に比 べ て カ テ ー テ ル を進 入 す る こ とが難 しい.従 って,家 畜豚

よ りも さ らに 小型 で あ る ミニ ブ タで は,カ テ ーテ ル挿 入 が よ り難 しくな る と考 え られ た.し か し,今

回 の検 討 よ り,内 側 カテ ーテ ル の 外 径 を2mmま で に細 くで きれ ば,頸 管 を通 過 して 子宮 内 まで 到 達 で

き る と推 察 され た.ま た,進 入時 にお いて 出血 等 が確 認 され なか った こ とか ら,カ テ ー テ ル の素材,

構 造 は基 本 的 に家 畜豚 と同様 で 良い と思 わ れ た.

【まとめ】 ミニブタの安定的生産 を目指 した人為的繁殖統御技術の確 立と して,人 工授精に関わる検

討 を実施 した.そ の結果,ミ ニブ タ種雄か ら精液を採取で きる専用の擬牝台を作製す ることができた.

さらに,採 取 した精液を適 当な希釈濃度に調整 して低温(15℃)で1週 間程度保存できる方法を確 立

し,精 液が低 温に至 るまでの実際の温度変化を測定す ることがで きた.ま た,人 工授精に用いる精液

注入カテーテルの改良に関わる有用な知見を内視鏡観察に よって得 ることがで きた.
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